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ことしのCSRレポートは、CSRを兼任して間もな

い、20代・30代の社員3人が自由につくりました。

私が彼らの年齢であった1960年代半ばから1980

年代にかけては、CSRという言葉はもちろん「環境問

題」という言葉すら、ほとんど聞かれず、この分野で頻出

した言葉は水俣病に代表される「公害」であり「六価ク

ロム」が新聞の一面から社会面まで大きく取り上げられ

る、といった時代でした。

80年代末から急速に環境問題への社会的関心が

高まり、やがて環境だけではない企業の非財務的側

面のあり方を考える「サステナビリティ」などの概念を

経て、世紀を越えたあたりから、CSRという概念が次

第に定着してきました。

彼ら3人がいまの私の歳になったころ、CSRはどう

いう概念に発展しており、どのような形で社会に定着し

ているか、さまざまに考えます。

持株会社を設立して4年、私たちはCSRの課題、事

業活動を行っている地域のすべてに説明責任を負っ

ていると考えております。

ことしは米国、中国、また金融事業も報告しておりま

す。米国などでは極めておもしろい、米国らしいCSR

を考えております。

レポートで取り上げる課題として、ことしは社外アド

バイザーの意見も採り入れて①サプライチェーン、

②CSRマネジメント、③環境負荷、④安全・安心、⑤地

域社会、⑥働きがいのある職場――の、いまの当社に

とって重要性の高い6分野といたしました。

切り口が明確で読みやすいものになったと考えてお

ります。ISO26000の現在の草案では、CSR（SR）

の領域として、①ガバナンス、②人権、③労働、④環境、

⑤公正な業務執行、⑥消費者問題、⑦コミュニティへ

の参画・開発――の7項目が考えられています。

弊社グループは、これからもCSRの概念を本業に取

り込み、結果として企業価値を高めるにはどう考える

べきか、この課題を真摯に考え続けてまいります。

皆様のご支援をお願いする次第でございます。

「CSRレポート2009」をお読みくださり、ありがとうござ
いました。
セブン&アイHLDGS．が誕生してから4年が経ち、その
間、新しい事業会社が加わり事業領域も拡大を続けていま
す。このことから毎年、レポートの作成にあたっては、持株会
社としての統一感と、事業会社の活動報告の両立を図る報
告形態を模索してきました。
今回のレポートでは持株会社の役割と、各事業会社の取

り組みを明確に表すことを念頭に作成しました。掲載情報
の選定には社外アドバイザーの方から客観的なご意見をい
ただき、従来採用していた第三者コメントの掲載とは異なる
体裁を採っています。
社外アドバイザーの方からいただいたご意見の中には、

グループ全体の方針・目標の明確化など、今回十分に反映

できなかったご指摘も多くあります。しかしこの過程を経た
ことで、弊社が取り組むべきCSR上の課題は明らかになっ
てきたと感じています。次年度以降では、さらに一つひとつ
の課題の内容を精査し、私たちの取り組みを進めていきた
いと考えています。
今後も、セブン&アイHLDGS.とグループ各社がCSR上
の課題に取り組む姿が明確に伝わるレポートの作成に努め
ていきます。
CSRレポートを、皆様との「対話」の手段として発展させ

ていくために、アンケートで率直なご意見をお聞かせいただ
ければ幸いです。
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